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限りある
エネルギー資源

火力発電所や
原子力発電所では、
電気の元になる
資源が必要よ。
日本やアメリカ
など、先進国が
たくさん資源を
使っているのね。

エネルギー
資源って
たくさん
あるの？

中国や
他のアジア諸国
などの人口が
増加していて、
工業化も進んで
くる。

そのため、
世界的に見ると
エネルギー消費量が
どんどん増え続けて
いるんじゃよ。

石油、天然ガス、石炭は、
何億年も昔の動物や
植物の死がいが
地下深くで変化して
できたもので、
化石燃料と呼ばれて
いるんじゃ。

石油 天然ガス 石炭 ウラン
42年 60年 100年122年

エネルギー資源って、
あと何年くらいあるの

かしら？

僕たちの未来は
どうなるんだろう？

そうじゃ。
だからエネルギー資源を

大切に使う必要があるんじゃ。
キミたちもテレビをつけっぱなしにしたり、
冷蔵庫のドアを何度も開けたりしないよう、

省エネルギーに心がけることが
大切じゃよ。

すべての
エネルギー資源は、
無限にあるわけじゃ
ないのね。

12,013百万トン
石油換算
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中国
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東欧・中央アジア（ロシア含む）
10％

増え続けるエネルギー消費量

風力発電所では、
風が風車を回す力を発電機に伝えて
電気をつくるんじゃ。

風車ブレード
(羽根）

増速器 発電機

　風車は、風の吹いてくる方向に
向きを変えて、いつも風の力をいっぱいに
受け取れるようになっとるんじゃよ。

国見岳風力発電所（福井県福井市）

太陽光発電は、
太陽の光を
直接電気に変える
太陽電池を利用した
発電方法じゃよ。

太陽光発電 ソーラーハウス

太陽

光を当てる

太陽電池

電気が起きる

燃料電池は、
水素と酸素を化学反応させて
電気をつくるんじゃ。
工場や家庭用の小規模な発電として
開発中なんじゃよ。

燃料電池のしくみ

二
酸
化
炭
素

天然ガス・メタンガスなど

ガスを水素と
二酸化炭素に
分解する

水素

水素と酸素を
化学反応させる

燃料電池本体

水

空気

電気が流れる

出典：OECD/IEA「WORLD ENERGY OUTLOOK 2009」
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風の力で発電するので、二酸化炭素を出さない。

燃料を必要としない。

設置する場所が限られ、風が弱い日は発電できない。

大量の電気をつくるには広い土地にたくさんの風車が必要。

風力発電所のしくみ

太陽光発電のしくみ
太陽の光で発電でき、二酸化炭素を出さない。

燃料を必要としない。

雨の日や夜は発電できない。

大量の電気をつくるには広い土地に

たくさんの太陽電池を置くことが必要。

OECD：経済協力開発機構。

イギリス、ドイツ、フランスな

どのヨーロッパ諸国やアメリ

カ合衆国、日本、韓国など

30カ国が加盟。

出典：ＢＰ統計2009 、OECD/NEA・IAEA「URANIUM2007」

（2007年実績）
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有害物質をほとんど出さ

ず、騒音、振動、大気汚染

がない。

小型化が進み、どこでも

設置できる。

燃料となる水素を安定し

て供給するしくみが整って

いない。

普及のためには、設備費

を低くすることが必要。

その他
3％

インド
5％
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